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1 . 目 的
水将 o3安食 ･ 同 品質 生産 には ､ 生育や栄燕状 態 さらに 抹 収丑 を迅 速に把握 ､ 推 定 して . 確切
な 載埼 管理 を行う必 貫カ‡あ る . そ こ で ､ 水稲 の 可 扱雅線 と 近赤外域 の 分光反射 係款 の 軌定虹 よ
り攻 費 の 推定 を行 っ た｡
2 . 方 汝
熊 取尊 所 牲広
.
島県立廉弟技術セ ン タ ー 内由場 で行 ウ た ｡ 用 い た 晶 掛ま ｢t= ノ ヒ カタ+ ､ ｢あ
き ろ ま ん+ ､ r中生新 千本+ で ある ｡ 移植(稚 苗. 槻梯 植え)紘 , 全 Fp秤5月ユ8β に 行 っ た . 収
熟 ま. ヒ ノ ヒ カ T) ･ あ専 ろま ん に つ い て は10月 1日 , 中生新千 本 は9月aO日 に行 っ た ｡ 壷轟 の施
用 杜 ､ 基肥 柱0､ 0. 4kB/8 の 2処理 ､ 中蘭追肥 桔o. o . 2 kg/& の2処 理 . 穂肥 は0､ 0. 1､ 0. i. o. 3kg
/Jlの 4弊理 で 行 っ た ｡ 1区 の 面魂 ほz47･
' で あ る ｡
分光 反射 係 数 の 軌 走は幼穂形成期(ヒ ノt= カ リ = 7月27日 ､ あき ろ ま ん : 7月 如 日 . 中生 薪千
本 : 7月21日) に4 5O､ 550. 6 25､ 650. 675､ 7OO､ 7 5 0､ B 50. 9 50T)4]の 反射 係数 を墳坤 白色 板 を
基準 (1O O%) と して ､ 視野 角1 0
ウ
高 さ1_ 7n､ 仰角3 D
l
で , 午前11暗か ら午後2時頃の 間に 分光
放射 計 (阿部 投計270 3型) を条方向に 向 け て測定 した ｡
3 . 結 果=お よぴ 考 察
精 査米吉 (収 丑) は ､ 蜜帝施用 善が 多 い ほ ど増加 す る使向 が羅 め られた ｡ 晶程聞 で 比 較す る
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と . あ 奉 ろま ん が最も高収 で . わ ら東 . もみ産 も最も大 き な値 を示 した ( 衆1) ｡ 幼 塔形成 期
の 各 品種 の 分光反射係数 臥 可 視城で は
_
七 ノ ヒカ リ の 反射係数 が最も高 く ･ あき ろま ん と中生
新千本 の拶=こは ほ とんど遵が なか っ た｡ 近赤外墳で 壮 ､ あき ろまん の 反 射係 款が最も 高かく ､
中生新千 木 の 反射儒教が最 も 低か っ た (娘2) 8
衰1 品種 別 の 幼帝形成 期 の 乾物孟 と血 球期 の 全 乱 わ ら査 ､
もみ 重 ､ 玄米重 (平均値) (kg/8)
晶 確 乾 物韮 山 全 支 わ ら重 もみ蜜 もみ/わ ら 租玄米蛋 精玄米弟
ヒ ノ ヒ カリ
あき ろま ん
中生薪千本
60. 2 148. 1 87.3 6 0. 8 0. 7 O
4S. 9 155, 3 9 3. b 6 2. 3 0. 67
37. 1 12 1. 8 6 5. 2 S 6. 1 0. 87
49. 4 4 7. 7
49. 7 4 臥 5
4 7. 1 4 6. ヰ
1)乾物塵 ; 幼稚形成 期乾 物査
衣2 晶特別 の 幼稚形成期の 反射係数 ( 平均媒) (A)
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幼稚姫成知の 分光匠射鏡弊･と 取掛 立と の 相関は . ヒ ノ ヒ カ 7) ､ あ き ろ まん に つ い て ほ碍 め ら
れ なか っ た ｡ 中生東千苓托9 50n DO:)反射係数 (以下 . R 9SOとす ろ) との田‖こ正 の 相関カ咽 め ら
れた ｡ 反射 係散 開の 演算値を用 い る と . I: ノ t:.カ リ ､ あき ろまん はR85 0とR 70 O の糞 と和 の 比 ､
中生新 千本 杜
'
R8 60とR6 50 の差 と の 間に それ ぞれ 正 の 相 関が 蘭 められ た (表3) .
ヒ ′ ヒ カリ の 幼額 形成期 の 分光反射係数と 収帝 抽 の 全孟 .一わ ら去 . も み丑 ､ 私 立米蓋お よ び
椅玄米重 と の相 関ほ ､ R 650ある い ほR67Sと の 閤に正 の 相 関が囲 め られ た . さらに . 全 孟 . わ ら
真 に つ い て 牲反射係 数m の 汝界催 (R 8 50とR875の 比) を 用 い る こ と によ り相 関係 数が高く な っ
忠 ( 喪3) ｡ R675と
■
椿玄米塞 の 関係 を図1に示 す ｡
あきろ女ん の 幼穂形成期の 分光反射係数と収樺期 の 全 盛 ､ わ ら重 ､ もみ 重 . 粗 玄 米東 お よ ぴ
精玄汰立と わ相関娃 . い ずれも MSOと の 附こ負の 相関が囲 め られた ｡ さら に ､ 反 射係新聞 の 済
募債 (R8 50ある い はR 95咋 R 6 25あ る‾い はR650の 建と 和 の 此) を用い る こ と に より相関係敦が 高
( な っ た (表3
1
) ｡
中生 新 千本 の 申破形成期 の 分 光反 射像放と 収額期 の 全塵 ､ わ ら重 . も み査 ､ 租玄米 蓋お よ び
樺 玄 米 重 と の相関ほ ､ い ずれ もR860と の 間 に正 の 相朗が認 め られ た . さ らに . 反 射 項数間 の 清
貧 借 (良8S Oあ る いFj:R9 5 0とR 6 5 0 の比) を用い る こ と に よ り相 関係 数が高 く な っ た ｡ 反 射係数 間
政界 催 rR B50/R 65 DJ と 持玄米 重 の 関係 を固2に示 す D
96
袋3 幼穂形成 期 の 分 光 反射係 数 ･ 反 射係数 鯛 の 執昇催 と幼穂形成期 の 唯物重 . 収 襟棚 の 全
孟 ､ わら丑 . もみ 玉 . 玄氷虚と の 相関
品種 項 目 反射係数 相関係 数 反射係数間の萌 芽促 相関係数
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固 1 幼稚 形 成期 の R675と糟 玄氷皇 の 関係
(ヒ ノ ヒ カ リ)
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国2 幼稚形成期 の 反 射係数開演夢イ直
｢l柑50/R65 0+ と椅玄 米重の 関係
(中生 新千本)
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衷4 幼稚形成期 の 乾物重 と収 穫期 の 全霊 . わ ら窟､ もみ韮 ､ 玄米克と の 相 隣
品 種 . 全 盛k官/L わ ら塵kg/a もみ 韮
kg/a 租 玄米韮 kg/a 精 玄米 盈kg/a
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以上 の よ う
'
に収稽 約70日前 の 幼稚形 成期 に 可視光線と近 赤外 域 の 反射 係 数 を測 定 す る こ と に
ょ り収 丑 の 推 庭が 可 能 で ある q しか し ､ 推 定 の 柑皮結 晶 稀蘭 で異 な り ､ ヒ ノ ヒ カ リ が 最 も高く ､
あ卓 る ま んが最も 低 か っ た ｡
ヒ ノ ヒ カiIと 中生新千 本 は幼帝形成期 の 織 物重 ､ す なわち茎莱 の 重さと 糖玄 米克 と の 仰 に ほ
正 の 相 関が 瓢 め られ ､ 幼療形 成期 に生 育 の 長 い も の ほ ど高収 で あ る こ と を示 して い る (衷4) ｡
しか し ､ あき ろ ま ん に つ い て は . 幼柾形成 期 の 乾 物 立 と椅玄 米重 と の 聞に は相 関柱静 め られ ず .
幼葡 形成抽以 降 の 生育 ､ 弟♯ 状触が精 玄米玉 に及 ぼす影響 が大 き い も の と考 えら れ た ｡ こ の た
め . あ き ろ ま ん の 幼確形成期 の 分 光反 射係 数と 精密米克 と の 相関が 低か っ た も の と 増 え る ｡
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